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　各種作業において、バックホウとの接触災害が懸念された。
そこで、バックホウへ近づく際の目安として、近づき過ぎないよう作業半径を明示
した。
また、オペの《うっかり》を低減させるため、バックホウのブーム部分（オペから
良く見える位置）に注意書き『バック走行禁止』『クレーンモードはよいか』を貼
り、災害発生を防止した。
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バックホウの旋回半径と注意書きの明示
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新名神高速道路　川西トンネル工事


